
1. 採卵基本料：77,000円（0個の場合）

低刺激周期
基本料に下記を加算

調節刺激周期
基本料に下記を加算

※卵巣刺激に用いた薬剤料や診察料等を別途徴収。
※医学的原因以外で採卵をキャンセルした場合、
「採卵準備料」75,600円を徴収。
※採卵をキャンセルした場合や卵が回収できな

かった場合で、かつ精液検体の提出がある場合、
別途精液検査料金（3,300円）を徴収。

※各種麻酔料金は徴収せず。
※使用薬剤などの実費を別途徴収。

3. 受精卵培養（採卵当日から3日間）

※タイムラプス培養加算：33,000円

4. 胚盤胞培養加算（培養3日目以降）

5. 胚融解

6. 胚移植

※アシステッドハッチング：22,000円
※高濃度ヒアルロン酸含有培養液：11,000円
※薬剤料や診察料などを別途徴収。

個数によらず 0円

採卵数 加算料金 採卵料金合計

1～20個 143,000円 220,000円

21～30個 154,800円 231,800円

31～40個 165,600円 242,600円

41個以上 176,000円 253,000円

個数によらず 55,000円

胚移植 55,000円

採卵数に
よらず

加算料金 採卵料金合計

110,000円 187,000円

基本料金（2個まで） 55,000円

加算料金（3個目以降） 5,000円/個
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7. 胚凍結保存
初期胚凍結

胚盤胞凍結

胚凍結保存維持管理

※同一採卵で作成した胚は一括で管理。

8. 着床前検査

※新鮮胚を用いる場合、PGTなしで凍結保存する胚に
対しては凍結保存基本料金を徴収。

※凍結胚の場合、胚融解料金・胚再凍結料金を別途徴収。

導入時
基本料金（2本まで) 55,000円

加算料金（3本目以上) 11,000円/1本

胚再凍結料金 11,000円/1本

凍結保存更新料金 36,000円/年

2. 受精法
※体外受精か顕微授精かによらず

授精操作個数により算定

※初期培養料金を含む

基本料金（1個目） 49,500円

加算料金（2個目以降） 5,500円/個

（2. 受精法 のつづき）
※卵子活性化処理

１．カルシウムイオノフォア：33,000円
２．塩化ストロンチウム ：35,000円
３．１．と２．を併用 ：40,000円

※ペントキシフィリン処理：27,500円
※採取精子調整加算：0円
（TESE精子使用の場合）
※IMSI ：33,000円

※卵が未成熟などの理由により授精操作実施
個数が予定個数を下回る場合も、受精操作
料金の返金なし。

※卵が未成熟などの理由により授精操作実施
個数が０個の場合、受精操作準備代金

（27,500円）のみを徴収。

胚生検料金 35,000円/個

PGT-A 解析料金 42,000円/個

PGT-SR 解析料金 44,000円/個

PGT 胚凍結料金 11,000円/個

胚凍結保存料金(初年度分) 0円(PGT胚に限る)

9. 治療費の概算

低刺激周期での採卵
（卵巣刺激~全胚凍結）

40~50万円

調節刺激周期での採卵
（卵巣刺激~全胚凍結）

70~110万円

ホルモン補充周期での融解胚移植
（内膜調整~妊娠判定）

17万円

導入時
基本料金（2本まで) 55,000円

加算料金（3本目以上) 11,000円/1本

胚再凍結料金 11,000円/1本


